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できます。起量摘は出岱‘ド ノク

れていました。起車槽U は砲塔;z

ク内には l' 完成品開制置や 本会

L えニ巡洋艦などを入れた温船Jil
る比、正抑制盟}!l J止、師側プイにつ

どのテ"オラマを 作 ってみまし

トセ J 卜と1'tわせ τ斬t.<凪

ターライ ノシ リーズを揮しみましょう.

ラインシリース'で作る情景

塗 〈ク レーン〉太輯中、暗.-f: fl' :Jには H み l

装 I ， 'I ~ (隔色)で垂られていましたが 、11 .'

i五 より制止i相手(赤荊}山 i. < すん疋

しパ 品損じよるカモフラージュが雌こされでも

て ありました.

〈工場) I引H はλ; '1ーがスレート帰り l
側面はモルタル(明るい脱色)で塗られ

た 窓はガラスを使111 しているが.すす
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と 予ても喰られていました.

〈油タンク )(11ぽ色}会ベースとして、 k 職中には

融情的世見を防ぐため.時し箆lI!が地ニされたと

~.われます .

〈浮横幅) 1:，師は板悦{冊子符色}であ η‘ポラ

ド I~ (師色)で塗られていま L たa 側 rhl はゴム制

てもコールタール ([1: りが塗られていました。

〈ブイ〉輔11: 塗料(赤茶}で塗られていま L たが、

大判11 1(まム; 1 が(1 ，占色}で i量られました.
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① ワレ ン金俸の〈みたτ

クレ J 上音容を回転させるとき
11 部品 13 回転台の下部のピ J

を 部品" に過しでから機き止
めし乏しょう.
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て * U p p e r  c r a n e  a s s e m b l y

部品 10(1 反対

側も閉じ位置

にとりつげて

下さい.

〈作る前にお観み〈ださい〉

食ランナー(桔) から部品を切りは本す場合

必ずヱ ッパーかナイ フ等を使って、ていねい

に切り t手伝して下さい。*接鎗剤は岨立てる

部品目両方に少 しずつ付けて接着して下さい。

合塗畿は箱白書隻廼を参考に して下さい。

@ 何回組問

@倒タンク 〉

。山
@ @ 

。 {浮桟橋〉

-先に 20 、 IB を鎗泊してか
ら 屋績をとりつけて下さ
、、.

-燃料の重泌を
貯蔵します.

-まっすぐなブイ 11
海に浮いている状館、

な伝めのブイは船に

つながれている状懸.

-紛が停泊したり修

湿などのときにつか
われます.
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